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豊かな未来を創造する
個性輝く文化田園都市

「活力とぬくもりあふれたまち」の
実現に向けて

久喜市長

田
た な か け ん じ

中暄二

近江八幡市長

冨
ふ じ た に

士谷英
えいしょう

正
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人
と
愛
、
水
と
緑
、
市
民
主
役
の
ま
ち

　

久
喜
市
は
、
埼
玉
県
の
東
北
部
、
利
根
川
沿
い

の
沖
積
平
野
に
あ
り
都
心
ま
で
50
㎞
圏
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
、
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
（
建
設
中
）
が
交
差
し
、
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
、
東
武
伊
勢
崎
線
・
日
光
線
に
計

５
駅
を
持
ち
、
道
路
と
鉄
道
の
良
好
な
交
通
利
便

性
を
備
え
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
し
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
産
業

都
市
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

利
根
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
や
用
水
路
な
ど

の
水
系
に
も
恵
ま
れ
、
水
辺
空
間
は
、
暮
ら
し
に

恵
み
と
潤
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
用
水
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
コ
ス
モ

ス
や
ポ
ピ
ー
に
加
え
、
公
園
な
ど
に
植
え
ら
れ
た

花
し
ょ
う
ぶ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
花
々
は
、

市
を
特
徴
づ
け
る
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

「
埼
玉
県
東
北
部
の
中
核
都
市
へ
」 

飛
躍
す
る
久
喜
市

　

新
市
は
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
い
で
き
た
、
豊
か

な
自
然
環
境
と
地
域
独
自
の
伝
統
や
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
生
か
し
て
、
新
し
い
価
値
を
創
り
出

す
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
「（
仮

称
）
久
喜
白
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
お
よ
び
「（
仮

称
）菖
蒲
白
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」が
建
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
首
都
圏
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
り
、

都
心
か
ら
北
関
東
・
東
北
地
方
へ
と
延
び
る
放
射

軸
と
、
都
心
50
㎞
圏
の
都
市
を
相
互
に
連
絡
す
る

環
状
軸
の
交
点
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

広
域
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
合
わ
せ
、
新
た

な
工
業
団
地
の
整
備
も
進
み
、
製
造
業
・
流
通
業

を
中
心
と
し
た
企
業
の
立
地
が
決
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
地
理
的
な
優
位
性
と
併

せ
、
本
市
が
首
都
圏
有
数
の
交
通
拠
点
と
な
る
可

能
性
を
飛
躍
的
に
高
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
行
政
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

健
康
に
対
す
る
市
民
の
意
識
は
非
常
に
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
医
療
体
制
整
備
は
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
す
。

　

市
内
に
は
誘
致
し

た
総
合
病
院
が
平
成

23
年
度
に
開
院
予
定

で
あ
り
、
既
存
の
病

院
と
と
も
に
２
つ
の

大
き
な
病
院
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
病

院
と
診
療
所
の
連
携

を
深
め
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
に
お
い
て
は
、
田
園
居
住
を
多
様
な
か

た
ち
で
実
現
す
る
先
進
地
と
し
て
、
ま
た
、
産
業

に
お
い
て
は
、
首
都
圏
と
地
方
の
交
流
を
舞
台
と

す
る
新
天
地
と
し
て
、
本
市
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
生
か
す
地
域
振
興
を
展
開
し
、
市

民
の
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
い
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

自
然
、
歴
史
、
文
化
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

　

近
江
八
幡
市
は
、
滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
北
は
琵
琶
湖
に
面
し
て
お
り
、
世

界
で
も
珍
し
い
淡
水
湖
に
浮
か
ぶ
有
人
島
で

あ
る
沖
島
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
東

部
に
広
が
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地

で
あ
る
西
の
湖
は
、
琵
琶
湖
で
最
大
の
内
湖

で
あ
り
、
ヨ
シ
の
群
生
地
で
あ
る
水
郷
地
帯

は
琵
琶
湖
八
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
近
江
八
幡
の
水
郷
は
、
重
要
文

化
的
景
観
の
全
国
第
１
号
と
し
て
平
成
18
年

に
国
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、

古
く
か
ら
農
業

を
中
心
に
栄
え

て
き
ま
し
た
が
、

中
世
以
降
は
陸

上
と
湖
上
の
交

通
の
要
衝
と
い

う
地
の
利
を
得

て
、
織
田
信
長

公
が
築
い
た
安

土
城
、
豊
臣
秀

次
公
が
築
い
た

八
幡
山
城
や
八

幡
堀
、
山
城
と
し
て
は
全
国
屈
指
の
規
模
を
誇

る
観
音
寺
城
な
ど
多
く
の
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
織
田
信
長
公
の
改
革
精
神
に
よ
り
開
か

れ
た
楽
市
楽
座
は
、
豊
臣
秀
次
公
の
自
由
商
業

都
市
の
思
想
に
引
き
継
が
れ
、
全
国
的
に
も
有

名
な
近
江
商
人
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
江
八
幡
市
は
水
と
緑
に
恵

ま
れ
た
美
し
い
景
観
と
歴
史
、
風
土
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。

一
度
ぜ
ひ
お
越
し
を

　

こ
の
他
に
も
、
近
江
商
人
の
活
躍
を
今
に

伝
え
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、

名
誉
市
民
で
あ
る
ウ
イ
リ
ア
ム
・
M
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
氏
が
設
計
さ
れ
た
建
物
な
ど
、
全
国
的

に
も
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺
産
が
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
合
併
の
相
乗
効
果

に
よ
り
、
旧
近
江
八
幡
市
と
旧
安
土
町
が
持
っ

て
い
た
良
さ
を
一
層
引
き
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
、
歴
史
、
風
土
、
文
化

を
最
大
限
に
活
か
し
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
自
然
の

恵
み
、
歴
史
と
文
化
に
根
づ
く
『
生
業
』
が
広

が
り
、
起
業
す
る
活
力
と
す
べ
て
の
人
々
が

支
え
合
え
る
、
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
た
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
ま
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ
、
京
都
か
ら

新
快
速
で
約
30
分
、
大
阪
か
ら
約
60
分
と
非

常
に
便
利
で
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
近
江
八
幡
市

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
３
月
23
日
に
、
久
喜
市
、
菖
蒲
町
、

栗
橋
町
お
よ
び
鷲
宮
町
が
合
併
し
、
新
た

に「
久
喜
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
21
日
、
近
江
八
幡
市
と
蒲
生

郡
安
土
町
が
合
併
し
、
新
た
に「
近
江
八
幡

市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

「（仮称）久喜白岡ジャンクション」完成予想図

沖島

●人　口　15万4722人
●世帯数　5万8909世帯
●面　積　82.40㎢

（以上、平成22年5月1日現在）

●特産品
梨、イチゴ、花き、そば、清酒

●観光名所・旧跡
鷲宮神社、甘棠院、静御前の墓、菖蒲城
趾あやめ園、神道無念流戸賀崎氏練武遺
跡、コスモスふれあいロード、青毛堀川の
桜

●行事・イベント
ブルーフェスティバル（6月〜7月）、提灯
祭り（7月）、土師祭（9月）、久喜市民まつり

（10月）、静御前まつり（10月）

新市プロフィール新市プロフィール

久喜市

さいたま市

●人　口　8万1756人
●世帯数(住基)　3万687世帯
●面　積　177．39㎢

（以上、平成22年6月1日現在）

●主要産業・特産品
八幡瓦、押絵細工、八幡靴、すだれ(葦)、近
江牛、近江米、赤こんにゃく、丁字麩、水郷野
菜、湖魚、でっちようかん

●観光名所・旧跡
水郷、安土城跡、八幡山城跡、沖島、ヴォーリ
ズ建築、安土城考古博物館、資料館、日牟礼
八幡宮、かわらミュージアム

●行事・イベント
左義長まつり、八幡まつり、篠田の花火、足伏
走馬、あづち信長まつり、沙々貴まつり、伊崎の
さお飛び、八幡てんびんまつり

琵琶湖

大津市 近江八幡市


